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【序】以前我々は約 4.5 Kで超伝導転移を示す(MDT-TSF)-(AuI２)0.436の報告を行っている 1)。

今回、この超伝導体における同位体効果の検証、及び、重水素置換による分子間相互作用

への影響を検討することを目的として、MDT-TSF のメチン及びメチレン水素を重水素化し

た d4-MDT-TSF の合成を行った。d4-MDT-TSF を用いた電解結晶化により作成した塩の伝導

度測定と磁化率測定を行った。また、MDT-TSF のラジカル塩は、通常の CT 錯体と異なり、

ドナー同士が隣接するという構造的特徴が X 線結晶構造解析により分かっている。この隣

接したドナー間の水素を重水素化することで、伝導シート間、つまり c 軸方向に摂動を与え

ようと考えた(Figure 1)。 
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【合成】d4-MDT-TSF は、

MDT-TSF に塩基(1.2 eq)と 

重メタノール(CH3OD)を作

用させる H-D 交換により容

易に合成できる事が明らかと 

なった(Scheme 1)。この反応 

を複数回繰り返すことで、 

重水素化率は 99 %以上と 

なった。重水素化合物のマス 

スペクトルを重水素化されてい

ないものと合わせて Figure 2 に

示す。得られた重水素化合物の       d4-MDT-TSF     MDT-TSF 

電解結晶化によって(d4-MDT-TSF)-AuI2 を合成した。   Figure 2 
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【物性】(d4-MDT-TSF)-AuI2 の伝導度測定の結果を Figure 2 に、SQUID による磁化率測定の

結果を Figure 3 に、重水素化されてない(MDT-TSF)-AuI2 と併せて示す。室温伝導度は

(MDT-TSF)-AuI2 と(d4-MDT-TSF) -AuI2 ともに約 2000 S cm-1 であった。両者とも室温より 4 K

付近まで金属的な挙動を示した後、急激な抵抗の減少が見られた。重水素体におけるこの

抵抗の減少は水素体に比べて約 0.5 K 高い温度で見られた。磁化率測定でも同じように僅か

ながら TCの上昇が観察された。また、異なるドナーを用いて電解結晶化されたサンプルに

おいて複数、磁化率の測定を行ったが、いずれのサンプルにおいても、約 4.6 K から 4.8 K

の TCを示した(Figure 5)。 

 

  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 3                        Figure 4 

(d4-MDT-TSF)－AuI2 の伝導度測定   (d4-MDT-TSF)－AuI2 の磁化率測定 
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